
Ⅲ. 新潟港・・・新潟市 

ミナト・イン・ワンダーランド２０２５  

 

◆実施期間  

実施日 2025 年 10 月 18 日(土)、19 日(日) 

実施時間 10:00～16:00 両日 

実施場所 万代テラス（ハジマリヒロバ） 新潟市中央区万代 3 丁目 2526-2 

 

◆実施内容 

 本事業は、計画段階から当日まで、産官学や地域関係者が関わる「オール新潟」の

体制で構想・実施してまいりました。 

 令和 7 年 8 月 15 日に認定された新潟市初のみなと緑地 PPP エリア「万代テラス」 

を会場に、以下の 3 つの目的を掲げ実施しました。 

①港と街をつなぐ 

 みなと緑地 PPP エリア「万代テラス」は、街の中心部からの見通しが良く、水辺や

港の様子が見やすい立地特性があります。 

 本事業では、この特性を活かし、水上の利活用（船舶運航）を新潟の海で働く人た

ちが海洋学習ナビゲーターとなり、子ども・親子・学生を対象に、港の役割や海の仕

事、地域と港との関係について学ぶ、探求学習船（ブルー・ラーニング・ボート）を

実施しました。 

 学生にとっては、探究学習船での経験そのものが教科書となり、乗船を通して港に

ついて学ぶ体験学習として有効な機会となりました。 

 今まで、観光の船はありましたが、探求学習船は今までなかった街のコンテンツ

で、今後は県外からの教育旅行や自然体験などでの需要が期待できます。 

 また、新潟はかつて港を通じた文化交流の拠点として栄えました。 

現在では、マンガ・アニメが地域に根ざした文化として広がっており、子どもたちは

楽しみ、学生たちは学ぶなど、生活に密着したコンテンツとなっています。 

 この地域資源を活かし、マンガ・アニメをテーマにした港を学ぶクイズラリーを実

施。港と街を巡る仕組みを作ることで、回遊性を実現しました。 

 今後は、みなと緑地 PPP の活用がはじまるので、マンガ・アニメを絡めた港文化の

発信やウォーカブルに活かしていきたいと考えております 

 

 

地域と港との関係について学ぶ探求学習船   
（ブルー・ラーニング・ボート） 



 

②学生主体ではじめて港づくりを実現！ 

 新潟西港エリアは、港湾という特性上、安全面やルールなどの制約が多く、利活用

のハードルが最も高いエリアです。これまでは、社会人が作成した事業計画に、学生

が後から関わるケースが一般的でした。 

 しかし今回は、事前学習や事業計画の段階から学生が参画したことで、このハード

ルの高い港エリアにおいても、学生主体で事業運営を実現することができました。 

 この体験は非常に意義深く、港を自分ごととして捉える貴重な機会となりました。 

（これからの事業構想） 

 本事業は、当日のイベント実施にとどまらず、その後の学びや発展へとつながる動

きが生まれています。 

 学生が港で体験したことや感じたことを起点に、港の役割や可能性について考えを

深める機会が続いています。 

 開志専門職大学では、新潟市の人口流出という課題をテーマに、港での体験を踏ま

えた検討が進められており、今後、大学内での発表や、まちづくり関係者への共有が

予定されています。 

 また、新潟大学では北前船の寄港地交流に着目した検討が始まり、酒田の大学生が

視察に訪れるなど、港をきっかけとした学生同士の交流へと広がりを見せています。 

 これらの動きは、港での体験が一過性のものではなく、その後の学びや活動につな

がっていく可能性を示すものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③産官連携して「社会価値創造」 

 本事業では、港に関わる主体を広く捉え、企業や関係機関がそれぞれの立場で関わ

る形となりました。 

 国土交通省新潟港湾整備事務所および信濃川下流河川事務所には、現地での情報発

信に参加いただき、 港の役割や水辺・海岸防災について、来場者に直接伝える機会が

ガイドを説明を聴きながら学んでいる子どもたち 
参加した親子 

学生が自ら参加し学びを発表 



設けられました。 

 さらに、米どころ新潟を代表する企業であり、新潟西港周辺のまちづくりにも関わ

る栗山米菓様からは、来場した子どもたちへのお菓子提供の協力をいただくなど、地

域企業による参画もありました。 

 また、事業後には、新潟西港のにぎわいについて考える「海都にいがたフォーラ

ム」を開催し、産官の港関係者に対して、本事業の内容や現場での気づきを共有し、

港を地域全体で関わっていく場として考えるきっかけの一つとなりました。 

 

◆まとめ 

 今後は、「探求学習船（ブルー・ラーニング・ボート）」の定期就航の実現、県外か

らの教育旅行や自然体験型コンテンツへの発展を目指します。 

また、CO₂の吸収・抑制に寄与するブルーカーボンの可能性も高く、特色ある教育の 

提供にとどまらず、経済界や観光分野への波及効果も期待されます。 

これらの取り組みを通じて、新潟に新たな日常と価値を生み出すことを目指します。 

〇 参考 

■「探求学習船」の運航実績について 

ミナト・イン・ワンダーランドの実施にあわせて企画・運航したものです。 

本事業のみで実施した取組みです。 

港で働く人をナビゲーターとし、学びを主目的とした内容となっています。 

乗船人数は、以下のとおりです。 

・10 月 18 日：大人 43 名、子ども 21 名 

・10 月 19 日：大人 92 名、子ども 56 名 

 

■「探求学習船」の定期就航について 

「探求学習船の定期就航」は、現時点で具体的な実施計画や調整状況は整っていませ

ん。今後、関係者と相談しながら検討していきたいという構想段階です。 

 

 

 

 


